
第１学年 国語科学習指導案

わかりやすく説明しよう１ 単元名

２ 単元の評価規準

国語への関心・意欲・態度 書く能力

・ 情報を集めるために大切なことを理 ・ 伝える目的や相手に応じて，情報を

解し書くために必要な情報を見つけよ 選び整理することができる。

うとしている。 ・ わかりやすく伝えるための工夫をして

文章を書くことができる。

３ 指導観

○ 単元観

本単元のねらいは情報編集力を育成することである。領域としては「書くこと」に

あたる。本単元では情報の収集及び選択について焦点化させ，目的意識や相手意識が

明確でないと情報の収集や選択ができないことや相手が変われば表現の仕方が変わっ

てくることを学ばせたい。

○ 実態観

本学級の生徒は，１学期に「発見したことを伝えよう」の単元で，スピーチを経験

している。また，２学期には総合的な学習の時間「国際交流」において調べ学習発表

も行った。発表に対する関心・意欲は高く，積極的である。しかし，内容的には一般

的なものにとどまり，誰に向かって何を伝えるかを意識したものにはなっていない。

○ 指導観

教科書教材「わかりやすく説明しよう」をもとに，相手や目的をはっきりさせて情

報を集めることの重要性を理解させる。次に，題材についての情報をマッピングとい

う方法を用いて整理させ，相手と目的を考えて情報を選択する力をつける。その際，

マッピングを班で行うことによって，より多くの情報を集めることができ，選択の幅

を広げることができる。また，それを文章にまとめる際も，相手によって言葉遣いや

語句の選び方が適切かどうか，お互いに批評しあうことができる。

（３時間）４ 指導計画及び評価計画

主な学習活動・内容 評価規準配時

１ 教科書を読み，相手や目的をはっきり 関：情報を集める際に大切なことを意

させて情報を集めることの重要性を知る 識している。。

１ マッピングの方法を用いて，情報を整 書：相手や目的に応じて，情報を選び

理する （本時） 整理することができる。。

１ わかりやすく伝えるための工夫をして 書：相手や目的に応じた言葉遣いや語

。文章を書く。 句の選び方を工夫することができる



第５校時５ 本時

６ 本時の目標

○ 伝える相手と目的に応じて情報を整理しよう

７ 本時指導の考え方

情報をマッピングの方法を用いて整理し，適切に選択して文章にまとめさせる。

班でマッピングを行うことで多くの情報を集め，選択の幅を広げることができる。

ワークシート・マッピング用模造紙・マジック８ 準備

９ 本時の展開

配 学習活動・内容 指導上の留意点 集団づくりを生かす 評価規準

時 手だて ＜評価の方法＞

１ １ 本時のめあてを

確認する。 ・マッピング用模造紙

情報を整理して とマジックを配ってお

書こう く・

２「かどけし」につ ・班で話し合い，班か ・自分の知っている10
いて先生に説明す ら出た意見を黒板に書 ことを班で共有し合

るという設定でマ かせる。 い全体に発表する意

ッピングをする。 欲をもっている。

関 ： 目 的 や 相 手

５ ３ 適切な情報を選 ・板書された情報の中 を 考 え な が ら 情

んで説明する。 から必要な情報を３つ 報 を 整 理 し よ う

使って説明させる。 としている。

＜ ワ ー ク シ ー ト

チェック＞

４「お年寄りに携帯 ・ワークシートをもと ・その情報が相手に20
電話を勧める文 に班で話し合いながら とって必要かをお互

章」と「外国の人 自分の知っていること いに意見交換しなが

を山笠に誘う文 を模造紙に書かせる。 ら情報を整理してい 書 ： 相 手 や 目 的

章」のどちらかに ・他の班のマッピング る。 を 考 え て ， 適 切

ついて，班でマッ を見る時間をとる。 な 情 報 を 選 び ，

ピングをする。 ・重要な情報には赤で 言 葉 づ か い に 気

まるをつけさせる。 を つ け て 書 く こ

とができる。

５ 他の班のマッピ ・伝える相手によって ＜作品チェック13
ングも参考にし 必要な情報や言葉の使 ＞

て，必要な情報を い方が違うことを考え

選び，文章を書く させる。

１ ６ 次時の連絡を聞 ・次時は書いた文章を

く 批評し合うことを予告

する。



集団づくりの取り組み年間計画（ ）年

取り組み内容 ねらい
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